
“東京の猛暑・熱中症から都民を守る“
最新熱中症予防研究の社会還元事業

東京の猛暑による熱中症は危険な状態です。スポーツ科学に基づく新規暑熱順化運

動と身体適応耐性強化の都民参加型イベント・教室の開催により安心安全に運動が

できるイキイキした社会の基盤を構築します。
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○ エビデンスに基づく都民参加型運動教室と最新研究成果の普及

• 医学研究の進歩に反し熱中症対策の最新の知見は普及しておらず、東京都の熱中症

搬送者数は増加している。令和６年は7993人と過去最多を記録した。事業内容

①熱中症ついて学ぶ教材を作成し最新の研究を反映した暑熱順化の普及を図る。

• ②熱中症対策・暑熱順化の為のクロスアダプテーションセオリーやスポーツ科学に

基づきトップアスリートが考案した体幹深層筋賦活運動等の最新の研究を広い世代

で検証する。③エビデンスに基づく都民参加型普及イベント・教室を開催する。

 本事業のゴールでは熱中症に対する正しい知識と伴に都民がイキイキ安心安全に運動

ができる社会の基盤を構築します。

事業内容の詳細

事業実施による効果
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